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ⅠⅠⅠⅠ....問題問題問題問題とととと目的目的目的目的 

近年の研究において、うつ病にかかる子どもが多く存在することが明らかになってきた

（傳田、2002）。児童期の子どもにおいて、ストレッサーが不安症状や抑うつ症状に重大

な影響を及ぼすことが知られており、それらを経験する場面としては、学校、家庭、地域

社会などが指摘されている（竹中、1997）。高いストレス状況に置かれた子どもたちが、

学校生活を過ごしていくことができるためには、親や親友などの“重要な他者（Significant 

other；Sullivan,1953）”との間に基本的信頼感（Erikson,1963）を形成していることが必

要であると考えられている。このように親は重要な他者として基本的信頼感を形成するた

めの大切な存在であるが、親と子どもで認知の相違があると親子間の信頼感がそこなわれ、

コミュニケーションが上手くいかず情緒面での問題が生じ、抑うつや不安の状態になると

考えられる。 

本研究では、この親子間の認知の相違が子どもに多大な影響を及ぼすことが考えられる

ため、性格と家族関係に注目し、自己の性格の認知と親が認知する子どもの性格の認知の

相違や家族関係における親子間での認知の相違が児童の抑うつや不安、親子の信頼感と関

連しているかを検討する。また、親子間のコミュニケーションの量や内容、あるいは親子

のコミュニケーションについての認識の相違も、抑うつや不安あるいは信頼感と関連して

いることが考えられるため、検討することとした。 

 

ⅡⅡⅡⅡ....方法方法方法方法 

調査対象は、栃木県内の 2 つの小学校の 5 年生 98 名（男子：54 名、女子：44 名）、6

年生 82 名（男子：51 名、女子：31 名）とその母親 180 名の計 180 組であった。調査票

は、会話時間や関わり時間、その内容などの情報を聞くフェイスシート、児童の抑うつの

測定として Depression Self-Rating Scale for Children 日本版（村田ら 1996）、児童の特

性不安の測定として State –Trait Anxiety Inventory for Children 日本版（曽我 1983）、

認知の相違の測定として性格イメージ尺度と家族関係イメージ尺度（今回作成）、信頼感の

測定として親子間の信頼感に関する尺度（酒井ら 2002）を使用し、各尺度間の関連を検討

した。 

 

ⅢⅢⅢⅢ.結果結果結果結果とととと考察考察考察考察 

 今回の調査で DSRS-C 得点のカットオフポイントを越えた児童は 19 名（男子 10 名、女

子 9 名）で、全体の 10.6％（男子 9.52％、女子 12.0％）で先行研究とほぼ同様であった。

いっぽう、先行研究で認められた性差は認められなかった。 

 母子間の認知の相違を測定するために、性格イメージ尺度と家族関係イメージ尺度を最

尤法、プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、性格イメージ尺度から「外

向性」、「慎重性」の 2 因子が抽出され、家族関係イメージ尺度から「開放性」、「柔軟性」

の 2 因子が抽出された。抽出された４因子と信頼感について、児童と母親のそれぞれの因

子得点の平均点の高低で、（子，親）＝（H,H）（L,H）（L,L）（H,L）の 4 群に分類し、

抑うつと不安との関連を検証した。その結果、「外向性」因子において、（L,H）の群が（H,H）

の群よりも有意に抑うつが高かった。また、信頼感においては、（L,H）群が、（H,H）群、

（H,L）群に比べて有意に抑うつ、不安共に高かった。これらの結果から、児童の自己評

価が低いにも関わらず母親の評価が高いという認識の相違が認められた場合に抑うつや不
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安が高まる可能性が認められた。その他の結果からは母子間の認知の相違よりも児童自身

が自分自身や家族関係を肯定的に捉えているかが重要な要因であることが示された。 

また、児童の信頼感が高いことが抑うつや不安を低減させており、信頼感を高める要因

として会話時間、平日・休日の関わり時間が考えられ、特に関わり時間が児童の信頼感を

高めることに影響していた。母親の信頼感の高さと関連していたのは会話時間であったこ

とから、児童は非言語的なコミュニケーションを重要に感じ、母親は言語的なコミュニケ

ーションを重要と感じている母子間の認知の相違が示された。 

以上のように、母子間の様々な認知の相違が抑うつや不安と信頼感に影響していること

がわかったが、認知の相違に加えて児童が物事などを肯定的に捉える事が抑うつや不安の

低下および信頼感の育成に重要であることが示された。 

児童期後期の児童の発達的な変化は著しく、5 年生と 6 年生では児童の性格や家族関係

イメージに大きな変化がある一方で、母親のイメージには大きな変化はない。また、会話

時間・関わり時間、その内容においても児童とその母親の認知には大きな差があり、母親

が児童の急激な変化に追いついていないこと示唆された。中学生の頃から抑うつが増加す

るが、本研究では中学校以降の追跡ができていない。思春期の身体的、心理的な急激な変

化にともなう母子間の認知の相違が、この時期の抑うつや不安にどのように影響していく

のか研究することを今後の課題としたい。 
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